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柳津
山嶋美佐樹駅長

　一級河川境川がはぐくむ豊かな自然の

岐阜市柳津町仙右城 7696-1
主要地方道岐阜南濃線　TEL.058-388-8719

中で、太陽光発電や風力発電、屋上緑化を採用し、「環
境にやさしく自然あふれる都市型道の駅」をコンセ
プトにしています。冬期は、地域特産の「佐波いちご」
（品種名とちおとめ、美濃姫）と「いちご大福」が人気。
春は桜がきれいです。

彼杵の荘
岡崎省三駅長

　長崎街道の旧宿場町で、茶葉を痛めないよう

長崎県東彼杵町彼杵宿郷 747-2
国道 205 号　TEL.0957-49-3311

丸く巻いた「そのぎ茶」と鯨で有名です。古民家風の食
事処では、鯨入りのだご汁や炊き込みご飯、うどんや定食、
そのぎ茶を使ったソフトクリームや茶ちゃ焼きが好評で
す。地元の新鮮野菜や果物、大村湾で獲れた魚、お茶や
鯨を使った惣菜やスウィーツ等も販売 .しています。

ハチ北
井上俊一郎駅長

　関西有数規模のスキー場もあるハチ

兵庫県香美町村岡区福岡 6-13-2
国道 9 号　TEL.0796-967-1600

北高原の入口にあります。駐車場には日本初の
自然エネルギ -―を使う無散水融雪装置を備え、
チェーン着脱が可能。レストランには但馬の牛丼
などオリジナル料理がいろいろあり、土産物は激
辛唐辛子、椎茸、沢庵や卵の燻製などが好評です。

樋脇
竹隈健二支配人

　市比野温泉街の入口にあり、入浴施設

鹿児島県薩摩川内市樋脇町市比野 156
県道 42 号 ( 空港道路 )　TEL.0996-38-2506

はありませんが、24時間無料で利用できる足湯や、
泉質を飲んで感じてもらう「飲泉場」などが併設
され、気軽に温泉を楽しめます。直売所では新鮮
な農産物、食堂では豚肉の自家製味噌焼き定食、
軽食では当店手作りコロッケが大人気です。

白沢
斎藤孝夫副支配人

　四方を山々に囲まれた風光明媚な道の

群馬県沼田市白沢町平出 1297
国道 120 号　TEL.0278-53-3939

駅です。15万年の歳月を経て形成された世界でも
有数の河岸段丘「片品川河岸段丘」に面した造り
になっていて、天然温泉施設「望郷の湯」露天風
呂からの眺めは絶景です。直売所では地元産の新
鮮で美味しい野菜・果物等を購入できます。

西山公園
伊藤努駅長

　「日本の歴史公園100選」指定の西山

福井県鯖江市桜町 3-950
国道 417 号　TEL. 0778-51-8181

公園に隣接し、エレベーターと橋で連絡する道の
駅です。４～５月には５万本のつつじが楽しめ賑
わいます。公園には日本庭園、動物園、芝生広場、
展望広場、冒険の森などもあり、毎月様々なイベ
ントを開催、４月４～５日は一周年記念祭です。

　日
ご
ろ
は
人
気
も
ま
ば
ら
な
山

間
地
だ
が
、
３
月
下
旬
か
ら
１
か

月
余
は
、
国
道
４
３
８
号
沿
い
に

あ
る
道
の
駅
「
温
泉
の
里
神
山
」

や
「
神
山
温
泉
」、
お
遍
路
さ
ん

の
通
う
四
国
霊
場
札
所
周
辺
を
は

じ
め
町
全
体
が
車
や
人
で
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
に
な
る
。

　風
景
街
道
の
中
心
に
な
っ
て
活

躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
神
山

さ
く
ら
会
」（
粟
飯
原
基
行
理
事

長
、
会
員
48
人
）
が
地
域
住
民
と

と
も
に
長
年
少
し
ず
つ
植
樹
し
育

て
て
き
た
桜
が
５
６
０
０
本
を
超

え
、
町
中
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上

げ
る
ほ
ど
に
生
育
し
、
町
外
か
ら

も
花
見
客
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　桜
の
７
割
が
イ
ト
ザ
ク
ラ
と
も

呼
ば
れ
大
き
く
枝
が
垂
れ
る
独
特

な
枝
垂
れ
桜
。「
神
山
枝
垂
れ
さ

く
ら
」
と
名
付
け
、
こ
れ
は
街
路

沿
い
を
中
心
に
植
え
て
い
る
。
公

園
や
広
場
向
け
の
桜
も
、
北
海
道

で
育
成
さ
れ
た
「
紅
豊
」
か
ら
、

同
町
出
身
の
桜
愛
好
家
が
郷
里
に

　徳
島
市
の
中
心
部
か
ら
車

で
約
40
分
の
神
山
町
は
、
８

割
が
急
斜
面
の
山
林
。
人
口

６
０
０
０
人
ほ
ど
で
高
齢
化

率
も
高
い
典
型
的
な
過
疎
地

だ
っ
た
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
移
住
支
援
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
町
お
こ
し
で
活
気
を
取
り

戻
し
、
最
近
は
地
方
創
生
の

エ
ー
ス
と
し
て
脚
光
を
集
め

始
め
て
い
る
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

街道染める「神山枝垂れさくら」
徳島県神山町
いやし・もてなし神山街道

花
見
シ
ー
ズ
ン
に
は
峠
の
茶
屋
を
設
置

待望のまちびらき　女川駅周辺で３月 21 日

■道の駅との連携強化、
　拡充を確認
　各地で風景街道の活動を進め

ている団体の交流、自主研修を

目的とした「日本風景街道大学

宮崎本校」が１月、宮崎市内で

開かれた。５回目の今回は「日

本風景街道における道の駅」が

テーマ。

　全国から約 140 人が参加。

宮崎市が行政からみた市内道の

駅の現況と展望を、宮崎県内の

道の駅「かまえ」「北川はゆま」

など４駅が道の駅の現状と課題

を、国土交通省九州地方整備局

が第２ステージに向けた地方の

拠点とネットワーク化につい

て、本四連絡道「しまなみ海道」

の道の駅関係者がサイクルツー

リズムの概要について、それぞ

れ発表した。

　その後２日間にわたり、日本

風景街道と道の駅との連携のあ

り方や、サイクルツーリズム、

地域ができるおもてなし等につ

いて討議した。

■道路景観向上へ
　意見交換会
　日本風景街道の推進に道路管

理者や行政がどう取り組むか

を討議する意見交換会が 1 月、

都内で開かれた。

　北海道開発局が「シーニック

バイウェイ北海道」で進む景観

改善の取り組みを、宮崎県と宮

崎市が「日南海岸きらめきライ

ン」の沿道修景策を、福井県若

狭町が「若狭熊川・鯖街道」で

国の重要伝統的建造物群保存地

区に指定されている熊川宿のま

ちなみ保全について、それぞれ

道路管理者や行政としての取り

組みを発表。

　その後、道路管理者の役割を

踏まえた道路景観づくりの継続

的な推進を目指す方向性につい

て話し合い、道路管理者が率先

して住民や地域と連携すること

によって風景街道の取り組みを

進めていくことを確認した。

　植
木
を
買
っ
て
き
て
の
植
樹
活

動
で
は
な
く
、
苗
が
で
き
た
あ
と

も
台
木
を
植
え
、
接
ぎ
木
し
、
少

し
伸
び
て
き
た
ら
枝
を
垂
ら
す
た

め
の
支
柱
設
置
、
防
除
、
地
域
で

も
手
分
け
し
て
植
え
育
て
て
く
れ

る
苗
木
配
布
、
草
取
り
…
…
と
ほ

ぼ
毎
週
あ
る
作
業
は
か
な
り
き
つ

い
。　数

年
前
か
ら
は
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
峠
の
茶
屋
を
設
け
て
桜
茶
の
接

待
、
俳
句
大
会
も
開
催
し
て
い

る
。
最
近
は
シ
ー
ズ
ン
以
外
も
訪

問
客
を
お
も
て
な
し
で
き
る
よ
う

に
と
、
婦
人
部
が
中
心
に
な
っ
て

桜
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
開
発
と
講

習
会
も
定
期
開
催
す
る
よ
う
に
な

咲き誇る枝垂れ桜と一緒に記念撮影「お遍路さん」にも見所の案内

俳句大会の優秀作を記入して桜のそばに飾る

紅色が特徴の「神山さくら」

ふ
さ
わ
し
い
八
重
桜
だ
と
選
抜
し

て
く
れ
た
「
神
山
さ
く
ら
」
で
、

ひ
と
味
違
う
趣
が
あ
る
。

　「枝
垂
れ
桜
は
全
国
の
桜
の
１

割
程
度
し
か
な
く
、
街
道
沿
い
の

並
木
は
と
て
も
珍
し
い
そ
う
で

す
。
私
た
ち
は
”
日
本
一
美
し
い

桜
の
里
づ
く
り
”
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た

が
、
誇
大
宣
伝
じ
ゃ
な
い
の
だ
と

自
信
を
持
ち
ま
し
た
よ
」

　初
代
理
事
長
で
「
日
本
さ
く
ら

の
会
」
認
定
の
「
さ
く
ら
功
労
者
」

に
個
人
で
選
ば
れ
、
今
も
会
に
は

欠
か
せ
な
い
谷
高
重
さ
ん
（
92
）

は
感
慨
深
げ
に
振
り
返
る
。

　地
元
農
業
高
校
分
校
の
元
教

師
。
定
年
で
余
裕
時
間
が
で
き
た

の
を
機
に
、
過
疎
の
進
ん
で
い
く

ふ
る
さ
と
を
「
美
し
い
花
で
元
気

に
し
た
い
」
と
、
１
９
９
６
年
こ

ろ
か
ら
有
志
数
人
で
桜
名
所
づ
く

り
に
乗
り
出
し
た
。
２
０
０
２
年

の
会
発
足
、
07
年
の
「
日
本
風
景

街
道
」
登
録
に
際
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
と
一
貫
し
て
活
動
の
先
頭

に
立
ち
、
よ
り
美
し
い
品
種
選
抜

に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
。

　重
点
的
に
植
樹
し
て
い
る
「
神

山
枝
垂
れ
さ
く
ら
」
は
古
く
か
ら

地
元
で
目
立
っ
て
い
た
桜
で
、
町

内
の
お
寺
に
は
樹
齢
80
年
と
さ
れ

る
見
事
な
老
樹
も
あ
る
。
谷
さ
ん

は
半
世
紀
ほ
ど
前
か
ら
自
宅
庭
に

接
ぎ
木
し
て
育
て
て
い
た
の
で
、

会
で
は
こ
れ
を
母
樹
と
し
て
毎
年

５
０
０
本
近
い
苗
を
畑
で
つ
く
っ

て
き
た
。

　

っ
た
。

　会
員
の
平
均
年
齢
が
70
代
と
高

齢
化
が
心
配
だ
が
、地
元
の
中
学
、

高
校
生
に
総
合
学
習
で
接
ぎ
木
指

導
を
し
た
縁
で
、
地
域
で
は
若
い

植
樹
参
加
者
も
増
え
て
き
た
。

　さ
す
が
は
、
道
路
の
維
持
管
理

を
お
役
所
任
せ
に
せ
ず
地
域
住
民

で
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
い
う

米
国
の
「
ア
ド
プ
ト
制
度
」
を
日

本
で
最
初
に
採
用
し
た
神
山
町

だ
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
国
土
交
通

省
が
始
め
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。

　ア
ド
プ
ト
制
度
を
率
先
取
り

入
れ
た
同
町
の
心
意
気
は
、
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
支
援

な
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
ま
ち

お
こ
し
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　そ
う
い
え
ば
、「
日
本
風
景

街
道
」
の
合
言
葉
は
、「
さ
あ
、

み
ん
な
で
美
し
い
道
づ
く
り
、

若い世代に桜の接ぎ木ノウハウを講習

　Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
み
、
現
在
も
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
22
の
被
災
自
治
体
と

覚
書
や
協
定
を
結
ん
で
４
０
０
人
以
上
の
職
員
が
復
興
最
前
線
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
低
地
の
嵩
上
げ
や
宅
地
造
成
、
特
に
土
地

区
画
整
理
事
業
は
被
災
３
県
の
実
施
面
積
の
３
分
の
２
以
上
を
支

援
。
災
害
公
営
住
宅
建
設
で
は
、
５
０
３
６
戸
の
建
設
要
請
を
受

け
３
月
１
日
現
在
９
９
７
戸
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
が
復
興
は
ま
だ

道
半
ば
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
一
日
も
早
い
復
興
へ
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　女
川
町
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は

平
成
24
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
締
結
し
、
町
全
体
の

復
興
に
向
け
、
包
括
・
総
括
的

に
町
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

女
川
駅
周
辺
部
で
は
３
月
21
日

の
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
全
線
運
転
再
開

と
と
も
に
、
待
望
の
「
ま
ち
び

ら
き
」。
米
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を

受
賞
し
た
建
築
家
・
坂
茂
氏
が

設
計
し
、
温
泉
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
舎
。
来

秋
ま
で
に
は
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
や
水
産
業
の
魅
力
を
体
験

し
た
り
調
理
実
習
が
で
き
る
拠

点
施
設
、
テ
ナ
ン
ト
型
商
業
施

設
、
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
相

次
ぎ
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　「力
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
と
と
も
に〝
チ
ー
ム
女
川
〞

と
し
て
千
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
」
と
須
田
善
明
町
長
。

　Ｕ
Ｒ
女
川
復
興
支
援
事
務
所

は
、
高
台
の
女
川
町
営
運
動
場

に
昨
春
完
成
し
た
２
０
０
戸
の

災
害
公
営
住
宅
で
、「
階
数
も

低
く
抑
え
て
住
み
易
さ
に
配
慮

し
、
水
産
業
の
ま
ち
ら
し
く
漁

具
も
洗
え
る
よ
う
ピ
ロ
テ
ィ
に

水
洗
い
場
も
設
け
ま
し
た
」と
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
配
慮
に
知

恵
を
絞
っ
た
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
地
域
の
絆
を
取
り
戻
し
た

居
住
者
た
ち
に
や
っ
と
笑
顔
が

戻
っ
た
。

岩
手
県
山
田
町
で
も

「
ま
ち
び
ら
き
」（
3
月
29
日
）

　山
田
町
の
織
笠
地
区
は
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
高
台
移

転
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

る
低
地
部
の
か
さ
上
げ
で
市
街
地

を
復
興
。
う
ち
高
台
部
１
ブ
ロ
ッ

ク
60
区
画
が
造
成
工
事
を
終
え
、

ま
ち
び
ら
き
。
住
宅
建
設
は
7
月

頃
か
ら
の
予
定

女川町営運動公園住宅昨夏完成の離島初となる災害公営住宅（女川町出島）

織笠地区で造成中の土砂を運
搬するベルトコンベヤー。低
地部の市街地を7～8㍍盛土

まちびらきへ整備の進む女川駅舎と周辺地区

女川町営運動公園住宅の中庭で談笑する居住者。居住者同
士が自然にコミュニケーションを図れる空間を豊富に用意

地域を支え、暮らしに寄り添うＵＲ都市機構

ま
ち
づ
く
り
」
だ
っ
た
な
と
改
め

て
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

　「ま
ち
お
こ
し
の
勉
強
に
と
目

立
つ
ほ
ど
増
え
て
き
た
全
国
か
ら

の
視
察
旅
行
者
に
も
桜
の
お
も
て

な
し
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
お
花
見
客
が
く
つ
ろ
げ
る

広
場
づ
く
り
も
進
め
た
い
」
と
、

粟
飯
原
理
事
長
、
中
井
逸
文
事
務

局
長
。「
い
ず
れ
は
1
万
本
植
樹

も
」
と
夢
は
膨
ら
み
、
ま
だ
ま
だ

当
分
手
を
抜
け
そ
う
も
な
い
。
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柳津
山嶋美佐樹駅長

　一級河川境川がはぐくむ豊かな自然の

岐阜市柳津町仙右城 7696-1
主要地方道岐阜南濃線　TEL.058-388-8719

中で、太陽光発電や風力発電、屋上緑化を採用し、「環
境にやさしく自然あふれる都市型道の駅」をコンセ
プトにしています。冬期は、地域特産の「佐波いちご」
（品種名とちおとめ、美濃姫）と「いちご大福」が人気。
春は桜がきれいです。

彼杵の荘
岡崎省三駅長

　長崎街道の旧宿場町で、茶葉を痛めないよう

長崎県東彼杵町彼杵宿郷 747-2
国道 205 号　TEL.0957-49-3311

丸く巻いた「そのぎ茶」と鯨で有名です。古民家風の食
事処では、鯨入りのだご汁や炊き込みご飯、うどんや定食、
そのぎ茶を使ったソフトクリームや茶ちゃ焼きが好評で
す。地元の新鮮野菜や果物、大村湾で獲れた魚、お茶や
鯨を使った惣菜やスウィーツ等も販売 .しています。

ハチ北
井上俊一郎駅長

　関西有数規模のスキー場もあるハチ

兵庫県香美町村岡区福岡 6-13-2
国道 9 号　TEL.0796-967-1600

北高原の入口にあります。駐車場には日本初の
自然エネルギ -―を使う無散水融雪装置を備え、
チェーン着脱が可能。レストランには但馬の牛丼
などオリジナル料理がいろいろあり、土産物は激
辛唐辛子、椎茸、沢庵や卵の燻製などが好評です。

樋脇
竹隈健二支配人

　市比野温泉街の入口にあり、入浴施設

鹿児島県薩摩川内市樋脇町市比野 156
県道 42 号 ( 空港道路 )　TEL.0996-38-2506

はありませんが、24時間無料で利用できる足湯や、
泉質を飲んで感じてもらう「飲泉場」などが併設
され、気軽に温泉を楽しめます。直売所では新鮮
な農産物、食堂では豚肉の自家製味噌焼き定食、
軽食では当店手作りコロッケが大人気です。

白沢
斎藤孝夫副支配人

　四方を山々に囲まれた風光明媚な道の

群馬県沼田市白沢町平出 1297
国道 120 号　TEL.0278-53-3939

駅です。15万年の歳月を経て形成された世界でも
有数の河岸段丘「片品川河岸段丘」に面した造り
になっていて、天然温泉施設「望郷の湯」露天風
呂からの眺めは絶景です。直売所では地元産の新
鮮で美味しい野菜・果物等を購入できます。

西山公園
伊藤努駅長

　「日本の歴史公園100選」指定の西山

福井県鯖江市桜町 3-950
国道 417 号　TEL. 0778-51-8181

公園に隣接し、エレベーターと橋で連絡する道の
駅です。４～５月には５万本のつつじが楽しめ賑
わいます。公園には日本庭園、動物園、芝生広場、
展望広場、冒険の森などもあり、毎月様々なイベ
ントを開催、４月４～５日は一周年記念祭です。

　日
ご
ろ
は
人
気
も
ま
ば
ら
な
山

間
地
だ
が
、
３
月
下
旬
か
ら
１
か

月
余
は
、
国
道
４
３
８
号
沿
い
に

あ
る
道
の
駅
「
温
泉
の
里
神
山
」

や
「
神
山
温
泉
」、
お
遍
路
さ
ん

の
通
う
四
国
霊
場
札
所
周
辺
を
は

じ
め
町
全
体
が
車
や
人
で
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
に
な
る
。

　風
景
街
道
の
中
心
に
な
っ
て
活

躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
神
山

さ
く
ら
会
」（
粟
飯
原
基
行
理
事

長
、
会
員
48
人
）
が
地
域
住
民
と

と
も
に
長
年
少
し
ず
つ
植
樹
し
育

て
て
き
た
桜
が
５
６
０
０
本
を
超

え
、
町
中
を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
上

げ
る
ほ
ど
に
生
育
し
、
町
外
か
ら

も
花
見
客
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

　桜
の
７
割
が
イ
ト
ザ
ク
ラ
と
も

呼
ば
れ
大
き
く
枝
が
垂
れ
る
独
特

な
枝
垂
れ
桜
。「
神
山
枝
垂
れ
さ

く
ら
」
と
名
付
け
、
こ
れ
は
街
路

沿
い
を
中
心
に
植
え
て
い
る
。
公

園
や
広
場
向
け
の
桜
も
、
北
海
道

で
育
成
さ
れ
た
「
紅
豊
」
か
ら
、

同
町
出
身
の
桜
愛
好
家
が
郷
里
に

　徳
島
市
の
中
心
部
か
ら
車

で
約
40
分
の
神
山
町
は
、
８

割
が
急
斜
面
の
山
林
。
人
口

６
０
０
０
人
ほ
ど
で
高
齢
化

率
も
高
い
典
型
的
な
過
疎
地

だ
っ
た
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
移
住
支
援
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
町
お
こ
し
で
活
気
を
取
り

戻
し
、
最
近
は
地
方
創
生
の

エ
ー
ス
と
し
て
脚
光
を
集
め

始
め
て
い
る
。

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん

が
手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ

チ
ー
フ
に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し

て
未
来
へ
と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

街道染める「神山枝垂れさくら」
徳島県神山町
いやし・もてなし神山街道

花
見
シ
ー
ズ
ン
に
は
峠
の
茶
屋
を
設
置

待望のまちびらき　女川駅周辺で３月 21 日

■道の駅との連携強化、
　拡充を確認
　各地で風景街道の活動を進め

ている団体の交流、自主研修を

目的とした「日本風景街道大学

宮崎本校」が１月、宮崎市内で

開かれた。５回目の今回は「日

本風景街道における道の駅」が

テーマ。

　全国から約 140 人が参加。

宮崎市が行政からみた市内道の

駅の現況と展望を、宮崎県内の

道の駅「かまえ」「北川はゆま」

など４駅が道の駅の現状と課題

を、国土交通省九州地方整備局

が第２ステージに向けた地方の

拠点とネットワーク化につい

て、本四連絡道「しまなみ海道」

の道の駅関係者がサイクルツー

リズムの概要について、それぞ

れ発表した。

　その後２日間にわたり、日本

風景街道と道の駅との連携のあ

り方や、サイクルツーリズム、

地域ができるおもてなし等につ

いて討議した。

■道路景観向上へ
　意見交換会
　日本風景街道の推進に道路管

理者や行政がどう取り組むか

を討議する意見交換会が 1 月、

都内で開かれた。

　北海道開発局が「シーニック

バイウェイ北海道」で進む景観

改善の取り組みを、宮崎県と宮

崎市が「日南海岸きらめきライ

ン」の沿道修景策を、福井県若

狭町が「若狭熊川・鯖街道」で

国の重要伝統的建造物群保存地

区に指定されている熊川宿のま

ちなみ保全について、それぞれ

道路管理者や行政としての取り

組みを発表。

　その後、道路管理者の役割を

踏まえた道路景観づくりの継続

的な推進を目指す方向性につい

て話し合い、道路管理者が率先

して住民や地域と連携すること

によって風景街道の取り組みを

進めていくことを確認した。

　植
木
を
買
っ
て
き
て
の
植
樹
活

動
で
は
な
く
、
苗
が
で
き
た
あ
と

も
台
木
を
植
え
、
接
ぎ
木
し
、
少

し
伸
び
て
き
た
ら
枝
を
垂
ら
す
た

め
の
支
柱
設
置
、
防
除
、
地
域
で

も
手
分
け
し
て
植
え
育
て
て
く
れ

る
苗
木
配
布
、
草
取
り
…
…
と
ほ

ぼ
毎
週
あ
る
作
業
は
か
な
り
き
つ

い
。　数

年
前
か
ら
は
花
見
シ
ー
ズ
ン

に
峠
の
茶
屋
を
設
け
て
桜
茶
の
接

待
、
俳
句
大
会
も
開
催
し
て
い

る
。
最
近
は
シ
ー
ズ
ン
以
外
も
訪

問
客
を
お
も
て
な
し
で
き
る
よ
う

に
と
、
婦
人
部
が
中
心
に
な
っ
て

桜
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
開
発
と
講

習
会
も
定
期
開
催
す
る
よ
う
に
な

咲き誇る枝垂れ桜と一緒に記念撮影「お遍路さん」にも見所の案内

俳句大会の優秀作を記入して桜のそばに飾る

紅色が特徴の「神山さくら」

ふ
さ
わ
し
い
八
重
桜
だ
と
選
抜
し

て
く
れ
た
「
神
山
さ
く
ら
」
で
、

ひ
と
味
違
う
趣
が
あ
る
。

　「枝
垂
れ
桜
は
全
国
の
桜
の
１

割
程
度
し
か
な
く
、
街
道
沿
い
の

並
木
は
と
て
も
珍
し
い
そ
う
で

す
。
私
た
ち
は
”
日
本
一
美
し
い

桜
の
里
づ
く
り
”
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た

が
、
誇
大
宣
伝
じ
ゃ
な
い
の
だ
と

自
信
を
持
ち
ま
し
た
よ
」

　初
代
理
事
長
で
「
日
本
さ
く
ら

の
会
」
認
定
の
「
さ
く
ら
功
労
者
」

に
個
人
で
選
ば
れ
、
今
も
会
に
は

欠
か
せ
な
い
谷
高
重
さ
ん
（
92
）

は
感
慨
深
げ
に
振
り
返
る
。

　地
元
農
業
高
校
分
校
の
元
教

師
。
定
年
で
余
裕
時
間
が
で
き
た

の
を
機
に
、
過
疎
の
進
ん
で
い
く

ふ
る
さ
と
を
「
美
し
い
花
で
元
気

に
し
た
い
」
と
、
１
９
９
６
年
こ

ろ
か
ら
有
志
数
人
で
桜
名
所
づ
く

り
に
乗
り
出
し
た
。
２
０
０
２
年

の
会
発
足
、
07
年
の
「
日
本
風
景

街
道
」
登
録
に
際
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
化
と
一
貫
し
て
活
動
の
先
頭

に
立
ち
、
よ
り
美
し
い
品
種
選
抜

に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
。

　重
点
的
に
植
樹
し
て
い
る
「
神

山
枝
垂
れ
さ
く
ら
」
は
古
く
か
ら

地
元
で
目
立
っ
て
い
た
桜
で
、
町

内
の
お
寺
に
は
樹
齢
80
年
と
さ
れ

る
見
事
な
老
樹
も
あ
る
。
谷
さ
ん

は
半
世
紀
ほ
ど
前
か
ら
自
宅
庭
に

接
ぎ
木
し
て
育
て
て
い
た
の
で
、

会
で
は
こ
れ
を
母
樹
と
し
て
毎
年

５
０
０
本
近
い
苗
を
畑
で
つ
く
っ

て
き
た
。

　

っ
た
。

　会
員
の
平
均
年
齢
が
70
代
と
高

齢
化
が
心
配
だ
が
、地
元
の
中
学
、

高
校
生
に
総
合
学
習
で
接
ぎ
木
指

導
を
し
た
縁
で
、
地
域
で
は
若
い

植
樹
参
加
者
も
増
え
て
き
た
。

　さ
す
が
は
、
道
路
の
維
持
管
理

を
お
役
所
任
せ
に
せ
ず
地
域
住
民

で
自
主
的
に
取
り
組
も
う
と
い
う

米
国
の
「
ア
ド
プ
ト
制
度
」
を
日

本
で
最
初
に
採
用
し
た
神
山
町

だ
。
こ
れ
に
な
ら
っ
て
国
土
交
通

省
が
始
め
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ポ
ー
ト
制
度
」
は
全
国
に
広

が
っ
て
い
る
。

　ア
ド
プ
ト
制
度
を
率
先
取
り

入
れ
た
同
町
の
心
意
気
は
、
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
者
支
援

な
ど
注
目
を
集
め
て
い
る
ま
ち

お
こ
し
の
原
点
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　そ
う
い
え
ば
、「
日
本
風
景

街
道
」
の
合
言
葉
は
、「
さ
あ
、

み
ん
な
で
美
し
い
道
づ
く
り
、

若い世代に桜の接ぎ木ノウハウを講習

　Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興
に
取

り
組
み
、
現
在
も
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
22
の
被
災
自
治
体
と

覚
書
や
協
定
を
結
ん
で
４
０
０
人
以
上
の
職
員
が
復
興
最
前
線
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
低
地
の
嵩
上
げ
や
宅
地
造
成
、
特
に
土
地

区
画
整
理
事
業
は
被
災
３
県
の
実
施
面
積
の
３
分
の
２
以
上
を
支

援
。
災
害
公
営
住
宅
建
設
で
は
、
５
０
３
６
戸
の
建
設
要
請
を
受

け
３
月
１
日
現
在
９
９
７
戸
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
が
復
興
は
ま
だ

道
半
ば
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
一
日
も
早
い
復
興
へ
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　女
川
町
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は

平
成
24
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
締
結
し
、
町
全
体
の

復
興
に
向
け
、
包
括
・
総
括
的

に
町
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

女
川
駅
周
辺
部
で
は
３
月
21
日

の
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
全
線
運
転
再
開

と
と
も
に
、
待
望
の
「
ま
ち
び

ら
き
」。
米
プ
リ
ツ
カ
ー
賞
を

受
賞
し
た
建
築
家
・
坂
茂
氏
が

設
計
し
、
温
泉
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
あ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
駅
舎
。
来

秋
ま
で
に
は
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
や
水
産
業
の
魅
力
を
体
験

し
た
り
調
理
実
習
が
で
き
る
拠

点
施
設
、
テ
ナ
ン
ト
型
商
業
施

設
、
物
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
相

次
ぎ
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　「力
を
貸
し
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
と
と
も
に〝
チ
ー
ム
女
川
〞

と
し
て
千
年
の
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
」
と
須
田
善
明
町
長
。

　Ｕ
Ｒ
女
川
復
興
支
援
事
務
所

は
、
高
台
の
女
川
町
営
運
動
場

に
昨
春
完
成
し
た
２
０
０
戸
の

災
害
公
営
住
宅
で
、「
階
数
も

低
く
抑
え
て
住
み
易
さ
に
配
慮

し
、
水
産
業
の
ま
ち
ら
し
く
漁

具
も
洗
え
る
よ
う
ピ
ロ
テ
ィ
に

水
洗
い
場
も
設
け
ま
し
た
」と
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
配
慮
に
知

恵
を
絞
っ
た
。

　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
地
域
の
絆
を
取
り
戻
し
た

居
住
者
た
ち
に
や
っ
と
笑
顔
が

戻
っ
た
。

岩
手
県
山
田
町
で
も

「
ま
ち
び
ら
き
」（
3
月
29
日
）

　山
田
町
の
織
笠
地
区
は
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
に
よ
る
高
台
移

転
と
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

る
低
地
部
の
か
さ
上
げ
で
市
街
地

を
復
興
。
う
ち
高
台
部
１
ブ
ロ
ッ

ク
60
区
画
が
造
成
工
事
を
終
え
、

ま
ち
び
ら
き
。
住
宅
建
設
は
7
月

頃
か
ら
の
予
定

女川町営運動公園住宅昨夏完成の離島初となる災害公営住宅（女川町出島）

織笠地区で造成中の土砂を運
搬するベルトコンベヤー。低
地部の市街地を7～8㍍盛土

まちびらきへ整備の進む女川駅舎と周辺地区

女川町営運動公園住宅の中庭で談笑する居住者。居住者同
士が自然にコミュニケーションを図れる空間を豊富に用意

地域を支え、暮らしに寄り添うＵＲ都市機構

ま
ち
づ
く
り
」
だ
っ
た
な
と
改
め

て
思
い
起
こ
さ
れ
た
。

　「ま
ち
お
こ
し
の
勉
強
に
と
目

立
つ
ほ
ど
増
え
て
き
た
全
国
か
ら

の
視
察
旅
行
者
に
も
桜
の
お
も
て

な
し
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
お
花
見
客
が
く
つ
ろ
げ
る

広
場
づ
く
り
も
進
め
た
い
」
と
、

粟
飯
原
理
事
長
、
中
井
逸
文
事
務

局
長
。「
い
ず
れ
は
1
万
本
植
樹

も
」
と
夢
は
膨
ら
み
、
ま
だ
ま
だ

当
分
手
を
抜
け
そ
う
も
な
い
。




